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MainMenuコントロール、
ContextMenuコントロール
─ Part3―
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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥SMALLディレクトリに収
録しています。

¥IMAGEMENUITEM
アイコンを表示するMenuItemの継承クラ
ス

¥IMAGEMENUITEMFLAT
フラット形状のメニューを表示するクラス

★ ★

✓

本連載は、Visual Basic .NET

（以下VB.NET）の標準コントロー

ルにスポットを当て、とことん使い

込んで、その機能や役割を探って

ゆきます。

前回まで2回にわたって、メニュ

ーを表示するコントロールである

MainMenuの「基本的な使用方法」

「MenuItemオブジェクトのオーナ

ードローを使用したアイコンの表

示」について解説してきました。

今回は応用編ということで、前回

作成したアイコンを表示するMenu

Itemオブジェクトを、MenuItemク

ラスを継承する新しいクラスとし

て実装し、汎用性を持たせてみます。

そして、Off iceやVisual Studio

.NETライクなフラット形状のメニ

ューの表示にも挑戦してみたいと

思います。

MenuItemを継承する
クラスの作成
～サンプルImageMenuItem

まずはアイコンを表示するメニ

ューアイテムを、MenuItemクラス

を継承したクラスとして作成して

ゆきましょう。

“継承クラスの作成”なんて言

葉だけを見ると、Visual Basicプロ

グラマには何やら敷居が高いこと

のように思いますが、そんなことは

ありません。今回行なう作業は、

次のとおり。継承クラスの作成な

んて言ってもやることはこの程度

です。

①クラスを作成

②InheritsステートメントでMenu

Itemクラスを継承

③必要なインターフェイスを考え、

プロパティやメソッドとして実装

④変更して使用するMenuItemクラ

スのメソッドを、Overridesキー

ワードでオーバーライド
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クラスの作成とMenuItemクラスの継承

プロジェクトを新規作成し、このプロジェクトにクラ

スをひとつ追加します。クラス名は「ImageMenuItem」

にしましょう。そして、Classステートメントでクラスが

定義されているすぐ後の行に、

Inherits MenuItem

と、記述します。このコードは「これはMenuItemクラ

スを継承するクラスだよ」という意味になります。

Inheritsステートメントを使って他のクラスを継承する

場合、必ずClassステートメントのすぐ後に記述する必

要があります。

次に、MenuItemクラスが標準で持つインターフェイ

ス以外に必要なものを定義し、また、標準で持つインタ

ーフェイスの中で変更する必要があるものをオーバーラ

イドしてゆきます。

表示するアイコンのイメージを指定するプロパティ

まずは、イメージを表示するメニューアイテムのクラ

スなんですから、そのイメージを指定するプロパティを

持っていなければお話になりませんね。

リスト1のように、クラスのProtected変数として変数

mImageを宣言し、Imageプロパティを新規に作成しま

す。

メソッドのオーバーライド

メニューアイテムを描画する前に発生するOnMeasure

Itemメソッドと、メニューアイテムの描画が必要なタイ

ミングで発生するOnDrawItemメソッドは、オーナード

ロー（OwnerDraw）の“キモ”になります。したがっ

て、この両メソッドをオーバーライドするのは必須です。

これらのメソッドをオーバーライドするには、Over

ridesキーワードを使用します。Overridesキーワードを

指定したSubプロシージャは、「この派生クラスのメソッ

ドは、基本クラス内の同じ名前のメソッドを書き換えて

います」という意味になります。ここで注意しなければ

ならないのは、「メソッドの引数の数とデータ型が、オー

バーライドする基本クラスのメソッドと完全に一致する

必要がある」ということです。また、これらのメソッド

をオーバーライドするときには、そのメソッドの中から

基本クラスのOnMeasureItemメソッドを呼び出す必要

があります。

リスト2は、これらのメソッドをオーバーライドした

コードです。

Newコンストラクタ

この派生クラス（ImageMenuItem）がインスタンス化

されたタイミングで、オーナードローに設定するなどの

処理を行なう必要があるため、クラスの初期化を制御す

るNewコンストラクタにも手を加える必要があります。

しかし、このNewコンストラクタは特殊なメソッドで、

他のメソッドとは異なり継承は行なわれません。ですか

ら“手を加える”と言っても、新たに定義する形になり

ます。試しにNewコンストラクタにOverridesキーワー

ドを付けて定義しようとしても、「NewをOverridesとし

て宣言することはできない」と怒られてしまいます。

基本クラスのNewコンストラクタもそうなっています

Protected mImage As Image

Public Property Image() As Image
Get

Return mImage
End Get
Set(ByVal Value As Image)

mImage = Value
End Set

End Property

リスト1：Imageプロパティ

Protected Overrides Sub OnMeasureItem( _
ByVal e As MeasureItemEventArgs)

MyBase.OnMeasureItem(e)
End Sub

Protected Overrides Sub OnDrawItem( _
ByVal e As DrawItemEventArgs)

MyBase.OnDrawItem(e)
End Sub

リスト2：メソッドのオーバーライド




